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（２０２０．２．２０） 
 
クラッカーの減産とともに各誘導品の生産おいても前年比二桁台の減少品目が多くなる。 
 

１．生 産 動 向  

イ）エチレン ５１８，７００トン  
 前 月  比     ▲８．１％（▲４５，８００トン） 
 前年同月比   ▲１０．６％（▲６１，５００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月９５．５％ → 当月９１．１％ ← 前年同月９８．１％ 
定修プラント：前月 なし → 当月 なし  ← 前年同月 なし 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比では、主として稼働率要因から HD、PS、SM、AN、ベンゼン、トルエン、キシレンなどの

１３品目でマイナス。LD、EO、BR などの４品目はプラスとなった。 
前年比では、稼働率要因等から LD、HD、PP、PS、SM、MMA モノマー、AN、SBR、ベンゼン、

トルエン、キシレンなどの１５品目がマイナス。塩ビモノマー、アセトアルデヒドの２品目のみはプ

ラスとなった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LD、HD、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比では、前月の生産が低めであった LD は当月は主に稼働率要因からプラス。HD、PP、PS は

稼働率要因からいずれもマイナスとなった。 
前年比では、定修規模差や稼働率要因から LD、HD、PP、PS の４樹脂ともにマイナスとなった。 

ロ）国内出荷 
前月比では、LD ではフィルム分野において出荷の増加が見られたものの、加工紙分野等が減少、HD、

PP では射出成形分野を中心に出荷が減少したほか、PS では包装分野の大幅な出荷低迷もありそれ

ぞれマイナスとなった。 
前年比では、前年が原料情勢を巡る先安観からの買い控えも見られ、LD、HD では出荷が低迷した。

これに対し、当年は、LD はフィルム分野の出荷増加もありプラス。HD はほぼ前年並みとなった。

他方、PP は射出成形分野の出荷減少、PS は電機・工業分野、包装分野の出荷減が大きく響きマイナ

スとなった。 
ハ）輸    出 

ポリオレフィンでは前年の後半から輸出の増加基調が続いてきたが、当月は生産の減少もあり、前

月比では LD、HD、PP、PS とともにマイナスとなった。 
前年比では、前年の輸出が低めであったこともあり、比較上、LD、PS は前年並みか微増、HD、PP
はプラスとなった。 

ニ）在    庫 
在庫量は、LD、HD、PP、PS の４樹脂で増加した。在庫率(季節調整済）は前月に対して LD は上

昇、HD は低下、PP、PS は前月並みとなった。在庫水準としては、LD、HD、PP、PS ともに高め

の水準となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 － －  
 定修要因等 ▲ ３．６    ▲ ３．４ ％  
 能力増減 － －  
 稼働率変動 ▲ ４．５ ％ ▲  ７．２ ％  
 生産増減率 ▲ ８．１  ％ ▲１０．６ ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
１２月末 １月末 

L D ＋１７，５００ ３．４ ３．５ 

H D ＋ ２，７００ ３．７ ３．４ 
P P ＋３２，７００ ３．０ ３．０ 
P S  ＋ ４，５００ １．７ １．７ 


